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1　 は じめ に

　 本研 究 の 目的 は ， 社会が 農 業や 農 村 を ど の よ

うに と らえ て きた か を，小 学校 の 社 会科教 科書

を 素材 に 明 らか に す る こ と で あ る 。 農 業や農村

に 対す る社会 の 見 方は ，農業や 農村 に か か わ る

政策決 定 に も直接 ・間接に 結び つ い て い る、か

つ て農村 が貧 しか っ た 時代 に は ，農業や 農 村 の

振 興 は 社 会的 ・地 域 的 な格 差 是正 の た め に も善

と され たが ， 所得や生 活環 境面 で都 市 との 格差

が縮 ま る つ れ て ，現 在 で は 農業や 農村 へ の 投資

に対 す る懐疑的 な意見 や 批 判が 多 く出 され る よ

う に な っ た。 ま た そ の
．・
方 で は ， 世界 に お け る

長期 的 な 食糧不足 へ の 不 安 が 自国農業 の 保 護 へ

の 関心 を高め る と ともに
， 農業や農村 が有 す る

文 化 的価値や 教育的効果 に も関心 が 寄せ られ る

よ うに な っ た 。

　農業や農村 に 対 す る社 会 の 視線 を知 る に は ，

そ の 時代 の メ デ ィ ア や論 説 ， 書 籍 な どが
・
つ の

材料 を与えて くれ る し，ア ン ケ ー
ト等 に よ る 世

論調査 結果 も 重要 な資料 とな る 。 し か し， こ れ

らは 時 代 の ム ー ドに 過度 に反 応 しす ぎ る 欠 点が

あ る e そ の 点 で 義務教育 で 用 い られ る小 学校 教

科 書は ， 突発 的 な事件や 短 期 的な 視点 に と らわ

れ ず に ， 農業や 農村 を 比 較的長期 的な 視点か ら

中立 的に 記述 す る と い う特徴 が あ る 。 む ろ ん ，

教科 書 と い え ど も完全に 中 立 的 で は あ り え ず ，

時代 の 風 潮 を反 映す る こ とは 当然 で あ る 。 し か

し ， 時代 の 風 潮を 反映す る か らこ そ，分析 の 対

象 とす る意味 もあ るわ け で ， 社会の 見方 を知 る

た め の 重要 な素材 で あ る こ とは 間違い な い n

　本研 究 で は ，小 学校 社会科教科書 にお い て 農

業 ・農 村 が ど の よ うに 取 り上 げ られ て い る か

を ， 高度経 済成長期 に あ っ た 30 年 前 と現在 の

教科 書を対比 させ っ つ 検 討 を加 える 。 農業や農

村の 価値 を広 く国 民 に ア ピ ー
ル す る必 要性が 喧

伝 され て い る現在 ， 社会 の と ら え方を 知 る こ と

は ，効果 的な ア ピ ー
ル の 方 法 を検 討す る うえ で

も必 要 と考え る。

il 分析方 法

　 日本 の 小学校教科 書 に は 国語 ・社会 ・算数 ・

理 科 ・書写 ・生活 ・音楽 ・図 工 ・家庭 ・保健 ・

地図 の ll 種類 が あ り、農業 ・農村 を最 も多 く

取 り上 げて い る の は社会で あ る。そ こ で、こ の

社 会 の 教科書 に お い て 農 業 ・農村が 話題 と し て

取 り上 げ られ て い る箇所 を 、話題 別に 抽 出 ・整

理 し、そ の ペ ージ数 をカ ウ ン ト し た 。 話題 の 分

類 は 、教科書 の 目次通 り で は な く、内容 に沿 っ

て ふ さわ しい 項 目名 を新た に 付 け て 分類 し た 。

また 、話題 別 の ペ ージ数 の カ ウ ン トに 当た っ て

は 、 1 ペ ー
ジ の 中に 複数 の 話題 が含 まれ て い る

こ とが あ るた め 、 1 ペ ー
ジ を十等 分 し て カ ウン

トし た。 こ の 際 、文 章だ け で な く、図、表 、写

真 、 グ ラ フ 、絵 もその 話題 に相 当す る部分 と し

て 同 時 に カ ウ ン トした。次 に 、農業 ・農村 の 取
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り上 げ られ 方 を別 の 角度 か ら分析す る た め に 、

農業 ・農村 に 関連 する 主な用 語 の 種 類 とそ の 使

用頻度を カ ウン ト し た。カ ウン トの 対 象は 農業

・農村 を話 題 と し て い る 箇所 だ け で な く、教科

書全 体 と し た 。なお 、農 産物 の 単 語 は 、「米 」

と 「野 菜 」 が他 に 比 べ て は るか に 多 く出 て くる

こ と と 、「麦 」 や 「大 豆 」 な ど は貿 易や流通 な

ど の 話題 に も 出 て くる た め 、今 回 は 「米 」 と 「野

菜 」 の み を カ ウ ン ト し た 。

　分析対 象 と し た 教科 書 は 、現在 、筆者 の 大 学

（岩 手 大学） の 附 属小 学校 で 使 用 さ れ て お り、
一般 に も広 く普 及 し て い る 、 東京 書籍出版 の 「新

編 新 し い 社 会 」 を用 い た、30 年 前 の 教科 書 も、

同 じ出版社 の 同名 の 教科書 を使 用 し た 。なお 、

今 回 の 分柝 は東京 書籍 出版 の 教科 書 の み を 対 象

と し て い るが 、他 の 出版社 （教育出版 、大阪 書

籍 、 日本文 教 出版 、光村 図書出版 ） の 教科書で

も内 容に 特 に大 き な差 は見 られ な か っ た、，

　ま た 、現 在 にお い て 1・2 年 生 に社 会科 はな く、

代わ りに理 科 と社 会を合 わせ た 「生 活 ．1 が あ る

が 、理 科 と社会 の 区別 が 困難 で あ っ た た め 対象

外 と し た 。

一
方 、 30 年前 で は

・
年 生 に 社会 科

が なか っ たた め 教科書 が な い 。以 上 よ り、現 在

（1998 年 ）は 3 〜 6 年生 、30 年前 （1968 年 ）

は 2 〜 6 年生 の 教科書 を分 析 の 対 象 と した。

皿 比較結果

1 ．全体的な特徴

現 在 の 教科 書 の 総 ペ ージ数 は 652 ペ ージ 、30

年 前の そ れ は 1020 ペ ー
ジ で 、30 年 前 の 教科 書

は 現 在 よ り 56％ も 多 く 、
．
匱報 量 は 明 ら か に 多

い （表 1 ）。 外 見 的 に は 、 現在 の 教 科書 は 写 真

を多用 し、カ ラ
ー

で サ イズ も大 き く、ま た 生徒

に馴 染み の ある キ ャ ラ クタ
ー （ドラえ もん ） を

登 場 させ て 絵 本 の よ うで もあ る 。こ れ に 対 し て 、

30 年 前 は 文 字 が 多 く、写 真は ほ とん ど 白黒 で

か た い 感 じ が す る （表 2 ）。記 述 の 仕 方 は 、現

在 は
一

っ の 事 実に対す る い ろ い ろ な見 方を 生徒

に よ る 会話方式 で 記 述 し 、生 徒 に 考え させ る場

を与 え て い る の に 対 し、30 年 前 は 説 明 調 の 事

実 の 紹介 が 中心 で あ る。

1 ξ ペ ー朝

子 19681998
， 198

／
「68

2 80
3 176

鬯
140 0．8

4 236
，

160
．

07
5 256 176 0、7
6 272 176 0．6

1020 652 0、6
注 〕196B年 の 1年と1998年の 1、2年 は教 科 書な し。

．表2」 葺 ・畢一 ・　 ・夊 ・「
一

1968 年 　1998 年

写真一．一．一
グラフ　　　　　　 ー．．一一一．
絵

97　 　　 　 159　　　−．「一一
61　　　　 50　　　 −．．．．　 ．−
94　 　　　　32　　　　　．．．．一一齟1−一一一一一．．一．

画　一．．　 ＿…
表

．一．．．
　 　 25　　　　 2Q　　　　　．．閲尼「一．
　 　 　 8　　　 　　 6

計 285　　　　267

総 ヘ ージ数 1．020　 　 　 652

聡
一
当た り枚数 03 　　　　 04

2 ．農 業 ・農村 の シ ェ ア

　教科 書全体 に 占め る農業 ・農村 の 割合 は、現

在 が 19％ 、 30 年 前が 18％で大 きな変化 は な い 。
一

方 、工 業 ・都 市が 全 体 に 占め る割合は 現在が

15％ で あ る の に 対 し、30 年 前 は 21％ と現在 よ

り 4 割 も多 く取 り上 げ て お り、高度経済成長期

に あ っ た 30 年 前 と の 状況 の 変 化 を端的 に 示 し

て い る （図 1 ）。
工 業 ・都 市の 話題 の 滅 少 分は 、

現 在 は環 境 問題 や ゴ ミ問題 な どの 新た な話 題 に

割 かれ て い る 。

1998年 （現 在 ）

1968年（30年前 〉

O％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　1QO％

図 1．農業
・農村 が 全体 に 占め る割合

　農 業 ・農村 と 工 業 ・都市 の 割 合 は、現在約 3

： 2 と、農業 ・農村 の 方 が 1．5 倍 も多 く取 り上

げ られ て い る。農村／都 市の 人 口 比 や 、農 業／

工 業 の 生 産額比 と比 べ る と、農 業 ・農村 を取 り

L げ て い る 割 合 は 相 当大 き い と い え る （図 2

A ）。
つ ま り、現 在 の 教科 書 に お い て は 、農 業
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・農村 は比較 的重視 され て い る と い うこ とで あ

る n

　こ れ に 対 して 、30 年 前 の 教 科書 で は 、農業
・農 村 と工 業 ・都 市の 割合 は約 1 ： L15 で 、工

1998年（現在）

業 ・都市が農業 ・農村 よ り 2 割 弱多 く取 り上げ 1968年（30年前）

られ て い る く図 2B ）．農 村／都 市の 人 口 比 と

比較 す る と妥 当 と い え るが 、農 業／ 工 業 の 生 産

額比 か ら す る とや は り農業 ・農村 を取 り kげて

い る 割合 は 大 き い と い え る， と もあれ 、30 年

前 と比 較 し て も、現 在 の 教科書 が い か に農業 ・

農村 を重視 し て い
．る か が よ くわ か る 。

教 科書の 割含

入 口比

生 産 額 比

教科書 の割合

人ロ 比

生 産額 比

0％　　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　　100％
図 2A ．農業 ・

農村と工 業 ・都市 の 割合
　　　　 現在（1998 年）

　0％　　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　　100％

　図 2B ．農業 ・農村と工 業 ・都市の割合

　　　　　30 年前 （1968 年〉

注1 ＞人 口 比 は 国勢調 査 にお け るDID人 ロ （都市 〉と

　 非DID人 ロ （農村 ）を採っ た。

　 現在（1998 年）は 1995 年、30 年 前 （1968 年）は

　 1965 年の 国 勢 調査デー
タを用 い た。

注 2 ）生産額 比 は、現在は、1995 年 の 経済企画庁経済

　 研 究所 国 民経済計算部 「国 民 経済計算年報jを、
　 30年 前 は、経済企画 庁経 済研究所国民所得部

　 「国 民 所得統計 年報 」を用 い た。

3 ．話題 別の 比較

（1＞全体 的傾 向

　話題 を大 き く F農業 」、「農村 」、「農 家 」 に

三 区分す る と、そ れ ぞ れ の 構 成比 は 図 3 の 通 り

で 、現 在 、30 年 前 とも に 「農 業 」 ¢ ）割 合 が 大

き い 。

，P ・●■r ■
、．∵ ，．．・麟 74％：・：・：・：・：．．　　　　　　　　 ，． ■鹽卩

一一
12』一幽一

農家
14％

：：
・・… ．・ア2胎 、・：・：・：

’卩
∴

　　　　．　　，　　．　　■　　．　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　．
農山漁村
　 21％

7

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

　 図 3 ．農業 ・
農村 ・農家の構 成比

（2） 農業の 話題

　 図 4 に 膿 業」 の 話題別 内訳 を示 す rt現在 で

は 、多 い もの か ら順 に 、「土地 柄 と農業 」、「農

産 物 の 産地 ・生 産 高 ・流 通」、「農 作業 」、「農

業施 設 」、「農地 ・耕地 」、 「農業 と環 境保全 」、

　「農 業 の 近代 化 ・技 術改 良jv 「日本 の 歴 史 と

稲作 」、 「農 業 ・農家が抱 え る 閤題 」、 「農 業 協

同 組 合 」、「外 国 の 農 業 」 で あ り、農 業 生 産 に

関わ る 話題 が 上 位 を 占め るが 、環 境保 全 と の 関

わ りな ども取 り 上 げ られ て い る 、、また 、稲作 に

関 す る こ と は 他 よ り も多 く取 り ．Eげ られ 、 「農

業 」 の うち約 4 割 を 占め て い る。

　 次 に 、 30 年前で は 、多 い 順 に 、
「農業の 近代

化 ・技術 改 良 」、 「士 地柄 と農 業 」、 「農 産物 の

産 地 ・生 産 高 ・流 通 1、「農作 業 」、「外 国 の 農

業1、「農業 の 歴 史 1、「日本 の 歴 史 と稲作 」、「農

業施 設 」、

「農業 ・農 家 が 抱 え る問題 」 、
「農業

協 同組 合 」、 「農 地 ・耕 地 」 とな っ て お り 、現

在 は 第 7 位 で 5％ しか な い 1農業 の 近代化 ・技

術 改 良 j が 27％ と断 然 ト ッ プ を 占 め て い る の

が 日 立 つ
、， そ の 具体的 内容 は 、八 郎潟 な ど の 干

拓 、耕 地 ・用 水 路 整 備 、農 作物 の 品 種 改 良、農

薬 ・
化 学肥 料の 改良 、 農業 の 機械化 な ど で、 ヘ

リ コ プ タ ーな どに よ る農薬 散 布 を農 作業 の 新 し

い 方法 と し て 良 い 意味で 取 り．ヒげて い る こ と は

興味i桀 い
。 現 在で は 、農薬や化学肥 料 に 代わ っ

て 堆肥 を使 っ た 土 づ く りな どを取 り上 げ 、30

年前 に は なか っ た 「農 業 と環境保全 」 が 登 場す

る よ うに な っ て い る の と好 対 照 を 見せ て い る。

　現在 は な く 30 年 前 に あ っ た 話題 に 「農業 の

歴 史」 が あ る が、こ れ は ff　A の 稲 作 の 発 展 に つ

い て で あ る，，ま た 、「外国 の 農業 」 は 、現 在 は 1％

し か な い の に 対 し 、 30 年前 は 8％ も あ るが 、 こ

れ は 現在 は ア メ リカ と中国 しか 取 り上 げて い な

201

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association of Rural Planning

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　of 　Rural 　Planning

い の に 対 し、30 年前 は 20 力 国 も取 り 上 げて い

る た め で あ る、他に 、「農 業協瞬 組合 1 にお い

て 、シ ：エ ア に 変化 は な い が そ の 内容が 多少 変化

し て お り、30 年 前の 申で は 農 家 と農 協 ：が密 接

に関わ ／
） て い る r一とを何度 も取 り 上 げ て い る。

／

藜

M1968 年 剛 1998 年

0％　　　　5％　　　10％　　　15％　　　20％　　　25％　　　30％

　 　　　　　 図 4 ．農 業の 話題別 内訳

（3） 農 村の 話題

　図 5 に 「農村 」 の 話題 別 内 訳を 示す n 税 在で

は、多 い 順に 、「農村 の 過疎化 1、「農村 活性 化」、

「山村 の 暮 ら し と様 子 J、 1レ舛 エ
ーション、イベ ン ト」

で あ る c まだ量的に は 多い とは 言えない が 、f地

域 づ く り」 や、都 市農 村交流、あ る い ほ農 村で

の 観光 ・農 業体験 ・イ ベ ン トな ど、現 在の トピ

ッ ク ス も 、 もれ な く取 り 辷げ ら れ て い る ，t

　 30 年 前 の 厂農 村 1 の 話題 は 、多い 順に 、「山

村 の 暮 ら し と様 向 、 「漁村 の 暮 ら し と様子 」、

「共 同作 業 」、「農村 の 生 活 改 善 」、「農 村 の 暮

ら し と様 予 」、「開 発 の 進 む 山 村」 と な っ て お

り、現 在 と比 べ て 話題 に 劇 的な変化が あ る こ と

が わ か る 。 30 年 前 に あ り現 在 は な い 話 題 の う

ち 、まず 「共同 作業 】 の 内容は 、村普請や農繁

期 の 共 同 保 育、共 同炊事 で あ る 。 「農 村 の 生 括

改善 」 は 、農家 の 台所な ど住 ま い の 改善 で あ り、

1鉄 筋 コ ン ク 跳
．
ト3 階建 て の 農家 」 の 写真 や 、

簡易水 道整備 に つ い て の 絵や記述 な どが 取 り上

げ ら れ て い る t、ま た 、30 年 蒲 は 農村 、山村 、

漁 村 をそ れ ぞ れ 独 立 の 日次 と して 取 り上 げ、そ

の 暮 ら し と様 子 を現 在 よ り も詳 し く取 り 上 げて

い る 。 た とえば 、山村や 漁村 の 暮 ら しに は、貌

在は な い 「段 々 畑 で の 農作業」 が 紹介 され て い

る。
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　全 般 的に 、農村 の 貧 し さ と そ の 改 善 の 必 要性

が 強調 され た記述 とな っ て い る tt

　 　 農村の 遇 疎化

　 　 農村活 性化

山 村の 藝らしと様子

漁栂の 轟らしと様子

　 レウリ1
一
ション
．イへ
，
ント

共同作 業〔耕督請など｝

　 農村の 生 活改眷

農村の 暮らしと棟 子

　 開 発の 進む山 村

口 1968 年 職 1998 年

0％　　　le ％　　　20％　　　30M　　40％

図 5，農村 の話 題別内訳

（4） 農家の 話題

　現 在 の 「農 家」 の 話題 は 、昔 と現 在 の 農家の

様子 ・暮 ら しが 主 で あ る。 こ の 中で 、農 業者 の

呼 び 名 に つ い て は 、 歴 史的 な 話題 の 中 で は 1農

民 」、現存 の 話題 の 中で は 「農家 の 人」 と い う

使 い 分 け も行わ れ て い 6 ，、こ の 「農 家 ・農民 の

様 子 と暮 ら し」 の 取 り一Lげ方 は 、30 年 前 もほ

ぼ 同 じ で あ る．次に 、30 年 前 に あ り 現在 は な

い 話題 と して は 「農家 の 仕 事」 が あ り 、
「出 稼

ぎ 」、 「わ ら nv　1］　1 な ど農 家 の 冬 場 の 仕 噴：を 紹

介 して い る。

4 ．掌 奪 別 の 特 徴

　現 在 、30 年 前 と もに 農業 ・農村 を 特 に 多 く

取 り 上 げて い る の は 4 年 と 5 年 で あ る （図 6 ＞tt

1998 年

1968 年

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　亅00％

　　　　 図 6．学年別内訳

　 6 年 は 主 に 歴 史で あ り 、米づ くり か ら 「む ら

・くに 」 が で きた こ とを述 べ
、 歴 史 の 導 人 部 に

は 「田 の 神祭 り．｝ の 写 真 が大 き く （見 開き 2 べ

一ジ）掲載 され て い る 。 農業 は 時 代 ご とに取 り

上 げて い る が 、そ の 内容 は ほ とん ど稲作 に 関す

る こ と で あ る。 ま た 、 「農 村」、 「農 浅」 は 貧 し

か っ た と述 べ られ て い る，，

　30 年 前 の 取 り 上 げ方 は 、現 在 の よ うに 、あ
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る特 定 の 話 題 の み に絞 る の で は な く 、 様 々 な 事

例 を紹 介 し て い る の が 特徴 で あ る。 「用水 」 を

例 に取 る と 、 現在 は 「通潤橋用 水」
一

つ の み を

詳 し く 】
一
寧 に取 り ［r．げ て い るが 、30 年 前 は 「愛

知用 水 1、 i
．
箱 根用 水 」 な ど複 数 の 例 を取 り 一L

げて い る ，、

5 ．用語の 比 較

　現 在 の 教科書で は 、農業 ・農村 に 関す る用 語

が 71
．
種 類 あ る。 これ に 対 し 、 30 年前 は 85 種

類 で あ り、現在 よ り 2 割 も多 い ．， こ れ らの 用語

を、「農 業」、「農村 」、「農 家」 に三 区分す る と

表 3 の 通 りで あ り、現在 、30 年前 と も 1農業」

の 用 語 が 圧 倒 的 に多 い
．

農業 ・農村・農家の 用語の 種類数とそ

て968 年 出現 頻 度 1998 年 出 現頻度

、農業 6778 ％ 52

農村 91 で％

「囮一．．一一一一1一
　 　 　9

　 　 73％一一一．一．¶1」罰．
　 　 13％

農家 9 11％ 10 14％
計 85100 ％ 7↑ 100％

　現 在 の み 用 い られ て い る用 語 は 27 種類 、68

回あ り 、 出現頻度 の 多い 順 に 、
f町 づ く り」、「堆

肥 」、「ビ ニ
ー一・

ル ハ ウ ス 」、「稲作 1、「lt づ く り 」 、

「
．
食 料 生 産 」、「ハ ウ ス 」、 i

．
特 別 町 民 、↓、「豊 か

な 農業」、「耕地 の 整 備 」 とな っ て い る （i長 4 ）。

ま た 、一一度 しか 取 り ヒげ
’
られ・て い な い が 、

「自

然 の 堆肥 」、「よ い 上 i、「バ イ オ 技術 ユ、「バ イ

オ フ ァ
…ム 」、「地域

’
づ く り 」、 「人 づ く り」 が

翌 場 し て お り、、環境保 全や農 村活性化 、有機農

業な どへ の 関心 が 高ま っ て い る こ とが 見 て とれ

る、，なお 、「か ま ど 」 が 二 回 取 り上 げ られ て い

るが、 こ れ は 「昔 の 農 家の 暮 ら し1 の 中 に 繊 て

くる もの で あ る 。

　 次 に 、 30 年 前 の み に 取 り上 げ られ て い る 用

語 は 39 種 類 、173回 で 、多 い 順 に 「部落 」、「干

拓 」、「段 々 畑 ］．，「は や作 り」、「耕 耘機 」、「埋

立」、1
「
用水 」、厂二期作 」、「裏 作」、「有線 放送 1、

「農地 改革 」 で あ る （表 5 ）。 こ の 中で トッ プ

を 占 め る 「部落 」 は 、農村や 山 村、漁村 の 話題

の 中 で 頻繁 に取 り上 げ られ て い る。ま た 「農 業」

の 話題 で 、「農 業の 近代化 ・技術 改 良」 が ト ッ

プ を 占めて い た こ とか ら もわ か る よ うに ．こ れ

に 関
・
連す る様 々 な用 語が 取 り トげ られ て い る、、

表41998 年だけに出てくる

　　 用語とその 出現頻度

表 5．1968 年だけに出 て くる用 語と

　　 その 出現 頻度

用語

部落

干拓

段々 畑

は や 作 り

耕耘機

埋立

二 期 作

塞監 上 農壇改革請 纏放送一
干 拓地 、 箱根用水

餮‡、盤 zら膃毀概 ＿−1．
灌濺 、共 同炊事

享≡芸作拠）一農裳の型之養　．一．
棚拓団｝．貯7kl骸 おそ作りゆ 蘿冬
農村の生活改菩、出稼ぎ
開拓 Lt 地の改艮， 八郎潟．．
暗渠排水

，．愛知 用 水

肥料工 場、．水揚げ機
，
役 肉 牛

農謎事務所、茶の組合

俵 、寄 宿 舎、簡易 水 道、たきも（5
．

十
き目

用語の 種類

頻度

．4ヱ
143

一
〇…
9一
ア一
6

ヨ．
−．
　

国

K）．
443

．
2一
221111

↑

17339

　現 在 、30 年 前 に 共通 す る用 語 と し て は 、多

い も の か ら順 に 、1農業 1、「田 」、「農 家 」、「米 」、

「畑 」、「野菜 1、「農 氏 」、f米 づ く り」、「用 水 」、

「耕地 」 で 出現頻度 も非常に 多 い （表 6 ）、「農

村 」 が 30 年 前 も現在 もあ ま り多 く使 わ れ て い

な い 点 は興 味深 い 一
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表 6，現在、30年前 の どちらにも出てくる
用 語とその 出現

’
用 語 1968 頚 1998 奪 訐

1521　　　 43　朔　　　　r 蓄95
田 9鎧　　57151
襪家 93塵　　　 49

　 ’
142

米 691　 　　 57　噌 126

畑 811　　 41122
野篥 61 雷　　 　 40

　 」
τ01

贋民 241　　　 4367

米 3くり 39苫　　　 25
噸

用 水

霧晒
昌一…一”ロ’’”一…’ き茸广

’一’
「◎　の

一
器
一

271　　　 1441

用汞蕗 221　　　 17
末 田 241

…
「

　 己

一 器一

複葉協同蘊合 2α 　　 　 　1232

複産物 15雷　　　 11

璽臂 1爿
一… 一

百　凋
一
盤

一

田姐 161　　 　 521
肥 料 131卩
腰薬 計

一 一1■
一 藹一

機械化 1η　　 　　 213
撰作業 47
鷺 巽農蒙 恵广

一晝
4

　 12−一’冒
丁了
層

蔑瓩 6；　　　 51 ↑

花學月醉 「 4］　 　 610

禰墾 71　　　 2
司

9
擺畑

　　　 鬮
21　　　 68

た め萢、品糧 の 改莨 61　　　 2
」

8
稲刈 り、二 毛 作 51　　　 3

嘱

喞
8

拜水 51　 　 　 27
屡葉顳 璃， 51　　　 1

」
6

トラクター 4i　　　 2弓 6
鬆晒貍竰 、土 間 41　　　 15
井戸 11　　　 4

」
5

コ ン 穴イン 、灘 き 31　 　 　 14

霧汞蕗：藤 用天 11　 　 23
い ろり 21　　　 1

」
3

髏葉櫪藏、
噛
薪、哥弓くり 駕　　　　 葺 2
置 91↑匹　 　 5201431

用 語の 43

W ま と め

　以 レの 結果 を ま と め る と次の 通 りで ある。

（D 総 べ 」一
ジ 数は 現 在 は 652 べ 一ジ 、30 年前

は 1020 ペ ージ で 、、30 年 前 び）方が 情報 量 が 多い 。

（2） 農業 ・農村 の シ ェ ア は 、現在 が 1ge／，、30

年 前が 18％ と、意外 に 重視 され て い る ．，

（3） 話題 と し て ほ 、30 年 前 も現在 も 、
「農村 」

や 「農 家」 よ りも 「農 業 」 に 関す る こ とが 多い 。

（4）　 「農村」 の 話 題 に麟 白な変化 が あ る，t

（5） 全体 と し て
、 様 々 な話題 を取 り i：げて は い

る も の の 、現在 、30 年前 ともに 話題 の 中心 は

生産 に 関 す る こ と で あ り、 し か も稲作に つ い て

の 記 述 が 非 常 に多 い ，，

　 ま た 、全 体 を 通 じ て 、小学 校教 科書 に は そ の

時代 の 農業 ・農村 の 位 置づ けが 明確に 示 され て

い る こ と がわ か っ た 。 高度 経 済成 長 の 過 程 に あ

っ た 30 年 前 には 、．農業 の 生 産性 向 上 や農 村の

生 活改善 に多 く の ペ ージ が 割 か れ て い た の に 対

し 、経済成長 を達成 し た 現存で は 、農業牛 産 の

現 状 の 客観的 な記述が 増 え る と ともに 、環境問

題や 農村活性 化、農村 で の レ ク リエ
ー

シ ョ ン と

い っ た新 た な 話題 が採 用 され て い る ，全 般 的 に

農業 ・農村 を 取 り．辷げる視点 は以 前 よ り多様 に

な っ て き て い る が 、依然 と し て 記述 の 中心 は 農

業生 産 に あ る の が 特徴で あ る t］現在 、農業や 農

村 は食料 生 産以外 の 機 能 に 注 目が 集 ま っ て い る

が 、そ れ らは ま だ 教科 書の 中 に ｝t反 映 され て い

な い
。

こ の こ とは 、そ う し た 評 価 が ま だ 祉 会的

に は 十分確 立 されて い こ とを示 し て い る と も考

え られ る 。

　本 研究 に用 い た 教科 書は 、岩手 大 学附 属小 学

校 、岩 手 県 豈 総合教 育研 究 セ ン タ
ーか ら お 借 り

し た。 こ こ に 記 し て 謝
’
意 を表 す る 。
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